
8 年度 事務事業一覧表（シート作成分を除く） 担当課 担当G 作物グループ 令和 8 年 7 月 1 日作成

一般財源
（志基金含む）

3 2 3 259

鳥獣被害対策実践
事業

「寄せ付けない」、「侵入を
防止する」、「個体数を減ら
す」の３つの取組を総合的
かつ一体的に進め、野生鳥
獣による農作物の被害防
止・軽減を図る。

講習会補助（推進事業）、
ワイヤーメッシュ柵設置（整
備事業）、捕獲報償金（緊
急捕獲活動支援事業）

4,938 0 1 4,939 △ 215

R7実績
１　推進事業
　　講習会補助 11名
　　補助金　55,000円
　　自動撮影カメラ　１台
　　補助金　45,000円
２　整備事業
　　ワイヤーメッシュ　2,060ｍ
　　補助金　1,777,000円
３　緊急捕獲活動支援事業
　　捕獲報償金　3,773,000円
　　（イノシシ　539頭）

現状維持

3 2 2 240

志布志市農業用廃
プラスチック類適正
処理推進事業

農業用廃プラスチック類の
回収と処理をし、農家へ不
法投棄や野焼きなどの不
正処理をさせないため。

・総会開催、負担金交付事
務
・年３回の回収
・適正処理の啓発、防止、
苦情処理

0 0 117 117 0

R7実績
　年３回の廃プラ類の回収
　適正処理の啓発、防止、
苦情処理
塩ビ・ポリ：90,602㎏
廃缶：175本

現状維持

3 2 2 1084

農地耕作条件改善
事業（病害虫対策
型）

サツマイモ基腐病のまん延
防止を図るため、病害虫対
策が必要な地域で、次期作
に向けた排水対策及び土
壌改良に対して支援する。

１　反転耕
２　混層耕
３　堆肥施用
４　明渠排水

244,542 0 0 244,542 49,188

R6繰越実績
１　反転耕　7.75ha
　　補助金　15,887,500円
２　混層耕　507.88ha
　　補助金　76,182,000円
３　堆肥施用　457.07ha
　　補助金　68,560,500円
４　明渠排水　81,340ｍ
　　補助金　8,134,000円

R7実績
１　混層耕　129.88ha
　　補助金　19,482,000円
２　堆肥施用　98.35ha
　　補助金　14,752,500円
３　明渠排水　29,920m
　　補助金　2,992,000円

現状維持

3 2 3 265

活動火山周辺地域
防災営農対策事業
(野菜)

桜島の降灰により本地区の
野菜が被害を受け、収量及
び品質低下の原因となって
いるため、降灰対策として
被覆施設の整備や洗浄機
を導入し、被害の軽減を図
り、生産性及び品質の向上
に努め、生産農家の経営
安定を図る。

・被覆施設等の整備や降灰
の付着した野菜の洗浄機
械の導入。
・補助金は事業費の65％以
内。

574,943 0 0 574,943 △ 326,326

R6繰越実績
１　あさひ生産組合
　　被覆施設（KPHNⅢ型）
　　１棟　1,407.6㎡
　　補助金　18,533,000円

R7実績
１　株式会社さかうえ
　　被覆施設（中期展張Ⅲ
型）
　　４棟　5,460.0㎡
　　補助金　103,774,000円
２　志生産組合
　　被覆施設（KPHNⅢ型）
　　９棟　11,964.6㎡
　　補助金　155,890,000円
３　中期生産組合
　　被覆施設（中期展張Ⅲ
型）
　　５棟　9,780.0㎡
　　補助金　183,853,000円

現状維持

病害虫の発生した土壌を混
ぜ、堆肥等の投入によりさつ
まいも残渣の分解を促進し、
排水不良となっているほ場
の排水性向上により、病害
虫の予防が図られた。

-

ピーマン、馬鈴薯の作付面
積の拡大と降灰被害の軽減
が図れた。

-

総合的な被害防止対策を取
組み、鳥獣被害の防止、軽
減を図れた。

当該事業により、引き続き捕
獲を行い農作物被害の軽減
を図る必要がある。

排出農家数、回収量ともに
下降傾向にある。協議会の
回収を利用されない農家
は、排出者として自らの責任
において、自己処理を行って
おり、現状維持の状態であ
る。

-
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3 2 3 271

活動火山周辺地域
防災営農対策事業
(茶)

桜島の降灰により本地区の
茶が被害を受け、収量及び
品質低下の原因となってい
るため、降灰対策として摘
採前洗浄機、摘採機能付
除灰機及び土壌改良用機
械を導入し被害の軽減を図
り、生産性及び品質の向上
に努め、生産農家の経営
安定を図る。

・茶の洗浄機械の導入。
・補助金は事業費の65％以
内。

12,675 0 0 12,675 △ 42,765

Ｒ６繰越実績
⑴㈲室田製茶
土壌改良用機械一式　１台
補助金　5,817,000円

R７実績
⑴㈱東八重製茶
土壌改良用機械アタッチ
補助金　1,917,000円
⑵宮迫茶生産組合
土壌改良用機械一式　１台
摘採機能付き除灰機　１台
摘採前洗浄機　１台
補助金　14,552,000円
⑶鹿児島堀口製茶㈲
土壌改良用機械一式　１台
補助金　6,500,000円
⑷㈱福末製茶
土壌改良用機械一式　１台
補助金　5,139,000円
⑸㈲上室製茶
土壌改良用機械一式　１台
補助金　5,697,000円
⑹緑風
土壌改良用機械一式　１台
摘採機能付き除灰機　１台
摘採前洗浄機　１台
補助金　15,818,000円

計　55,440,000円

現状維持

3 2 3 267

かごしまの農業未
来創造支援事業
（産地づくり）

ピーマン等の被覆施設の附
帯施設や省力化機械等を
整備し、生産の安定、高品
質化を図り生産農家の経
営安定に寄与する。

・共同利用を行う生産組合
等に対し農作業の省力・高
品質化機械の導入経費の
助成を行い生産性の向上、
農業の振興を図る。
・補助金は事業費の１／３
以内。

16,465 16,465 △ 1,464

R7実績
１　株式会社さかうえ
　　液肥混入器　２台
　　硫黄燻煙機　42台
　　CO2発生機　４台
　　補助金　3,183,000円
２　志生産組合
　　液肥混入器　３台
　　硫黄燻煙機　30台
　　CO2発生機　４台
　　補助金　2,991,000円
３　中期生産組合
　　液肥混入器　４台
　　硫黄燻煙機　56台
　　CO2発生機　３台
　　補助金　2,811,000円

現状維持

3 2 2 931

産地生産基盤パ
ワーアップ事業（野
菜）

生産施設、集出荷施設及
び加工施設を整備し、高収
益化に向けた取組を総合
的に支援する。

・農作業の省力・高品質化
機械の導入経費の助成を
行い生産性の向上、農業
の振興を図る。
・補助金は事業費の１／２
以内。

131,578 0 0 131,578 123,833

R7実績なし

現状維持

3 2 3 946

産地生産基盤パ
ワーアップ事業
（茶）

生産施設、集出荷施設及
び加工施設を整備し、高収
益化に向けた取組を総合
的に支援する。

・農作業の省力・高品質化
機械の導入経費の助成を
行い生産性の向上、農業
の振興を図る。
・補助金は事業費の１／２
以内。 4,650 0 0 4,650 △ 41,050

R６繰越実績
㈲上室製茶
冷蔵倉庫　１棟
補助金額　45,700,000円

現状維持

-

ピーマン生産の安定、高品
質化を図り生産農家の経営
安定が図れた。

茶の降灰被害の軽減により
経営の安定が図れた。

-

農作業の省力・高品質化の
ため機械を導入でき、また、
ヒートポンプ導入により、重
油価格高騰に対応するよう
準備することができ、収益性
向上に寄与できた。

-

-

需要が高まる輸出向けの碾
茶の生産拡大のため、有機
栽培技術の確立に向けた設
備の導入と、加工施設の整
備により、高収益栽培体系
への転換を進めた。



一般財源
（志基金含む）

課題
今後の
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合計 前年度比
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その他
特定財源

国県支出金
実施状況 成果

3 2 2 272

茶業振興事業 茶業技術の向上をによる茶
生産者の所得向上を図る。

①　志布志市銘茶研究会
への振興事業補助金の交
付
②　志布志市銘茶研究会
の事務局
※志布志市銘茶研究会：志
布志市茶ブランド確立のた
めに茶栽培、製造技術の
向上を図る研修会等を開催
し、自己研鑽と茶生産農家
への技術のフィードバックを
行っている。

0 0 39 39 △ 177

Ｒ７実績(見込)
優良茶産地事例調査研修
日程：令和７年11月28日～
30日
研修先：奈良県ほか
対象者：銘茶研究会員７名
補助金額：216,000円 現状維持

3 2 2 1088

品評会対策事業 各種製茶品評会出品茶の
製造等に係る費用を助成
し、出品者の負担を軽減す
ると共に、高品質化による
上位入賞を目指す。

製茶品評会出品茶の摘採
製造及び仕上げ作業に係
る費用を助成

0 0 558 558 △ 160

Ｒ７実績(見込)
出品茶の摘採製造・仕上げ
作業に係る費用1,436,000円
うち補助金額718,000円

現状維持

出品した茶が全国茶品評会
にて２等に１点、３等に３点、
県茶品評会にて１等に１点、
２等に１点入賞した。

-

全国お茶まつり奈良大会へ
の参加を中心とした優良茶
産地の事例視察研修を通し
て、出品茶生産技術の向上
に努めることが出来た。

-


